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高
齢
化
で
農
業
の
担
い
手
が
不
足
し

て
い
る
が
、
特
に
米
農
家
の
現
状
は
。

　
　

２
０
１
５
の
農
業
セ
ン
サ
ス
の
数
値

で
、
水
田
を
所
有
す
る
農
家
は
１
６
３
５

戸
で
、
そ
の
内
、
米
の
販
売
農
家
は
１
１

９
７
戸
、
そ
の
中
で
専
業
の
米
農
家
は
、

２
４
６
戸
で
あ
る
。
こ
の
５
年
で
、
水
田

を
所
有
す
る
農
家
は
５
２
８
戸
、
米
の
販

売
農
家
は
１
１
６
戸
、
専
業
農
家
は
58
戸

と
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
。

　
　

担
い
手
確
保
の
た
め
に
、
市
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　

新
規
就
農
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設

置
し
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方
の
希

望
を
伺
い
、
農
地
の
あ
っ
せ
ん
や
研
修
先

と
な
る
農
家
の
紹
介
、
青
年
就
農
給
付
金

の
給
付
な
ど
、
就
農
に
つ
な
が
る
よ
う
支

援
し
て
い
る
。
川
本
の
畠
山
地
区
で
、
離

農
者
な
ど
の
農
地
を
規
模
拡
大
を
計
画
す

る
市
内
の
認
定
農
業
者
や
農
業
生
産
法
人
、

市
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
「
有
限
会
社
ワ

ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
」
な
ど
に
集
積
・
集
約

化
す
る
農
地
中
間
管
理
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
米
農
家
に
限
ら
ず
、
若
い
世
代

の
農
業
の
担
い
手
を
い
か
に
育
成
し
て
い

く
か
が
、
大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　

大
規
模
な
米
農
家
は
何
戸
か
。

　
　

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
米
を
メ
ー
ン

の
農
家
が
７
軒
で
、
麦
と
米
が
19
人
、
組

合
で
５
団
体
の
合
計
31
件
で
あ
る
。

　
　

過
去
に
大
規
模
米
農
家
を
集
め
て
、

会
議
等
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　
　

行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
　

今
後
、
そ
の
よ
う
な
会
議
を
開
催
す

る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
そ
の
予
定
は
な
い
。

Q
米
農
家
の
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
市
の
対
策
は

A
集
積
・
集
約
す
る
農
地
中
間
管
理
事
業
等
取
り
組
ん
で
い
る

茂
木
　
一
郎

も
て    

ぎ
　
　
　  

い
ち  

ろ
う

　
　
調
停
の
争
点
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　
　
調
停
の
相
手
方
の
地
権
者
か
ら
過
去

に
い
た
だ
い
た
同
意
の
確
認
と
こ
れ
か
ら

の
手
続
き
に
対
し
て
の
協
力
を
話
し
合
い

に
よ
っ
て
得
る
た
め
に
調
停
を
申
し
立
て

た
。

　
　
こ
の
調
停
は
市
が
申
立
て
を
し
て
、

取
り
下
げ
た
わ
け
だ
が
、
相
手
方
か
ら
弁

護
士
費
用
の
請
求
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
代
理
人
を
設
け
る
判
断
は
、
当
事
者

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
費
用
の
請

求
は
な
か
っ
た
。

　
　
土
地
区
画
整
理
は
、
農
業
の
継
続
を

希
望
す
る
地
権
者
と
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
た
い
深
谷
市
双
方
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
手
法
と
考
え
ら
れ
る
が
、
市

の
見
解
は
。

　
　
土
地
区
画
整
理
の
場
合
、
お
お
む
ね

の
方
に
同
意
い
た
だ
け
れ
ば
、
各
種
調
整

を
進
め
、
工
事
に
向
け
た
総
合
的
判
断
が

で
き
る
。な
お
、地
権
者
説
明
会
等
を
経
て
、

土
地
区
画
整
理
手
法
へ
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
か
ら
多
く
の
ご
賛
同
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
今
後
も
、
１
０
０
％
の
同

意
を
目
指
し
、
辛
抱
強
く
交
渉
し
て
い
き

た
い
。

　
　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
止
に
な
っ

た
場
合
、
民
間
に
よ
る
花
園
地
区
の
大
規

模
開
発
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　
　
当
該
地
区
で
は
、
民
間
の
大
規
模
開

発
は
も
と
よ
り
、
市
が
主
体
と
な
っ
た
大

規
模
開
発
も
最
後
の
機
会
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
土
地
区
画
整
理
の
委
託
料
は
。

　
　
約
１
・
４
億
円
を
想
定
し
て
い
る
。

Q
民
間
に
よ
る
花
園
地
区
の
大
規
模
開
発
の
可
能
性
は

A
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
後
の
機
会
に
な
る
と
考
え
て
い
る

村
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じ

　
　

平
成
30
年
度
以
降
、
県
と
の
共
同
運

営
化
が
図
ら
れ
る
。
県
と
市
の
役
割
分
担

は
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

国
保
事
業
費
納
付
金
の
決
定
、
標
準
保
険

税
率
を
公
表
し
、
市
の
役
割
と
し
て
は
国

保
税
の
賦
課
・
徴
収
、
保
険
給
付
、
保
健

事
業
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
　

新
制
度
で
は
、
医
療
費
適
正
化
等
の

努
力
に
対
す
る
評
価
が
加
わ
り
、
財
政
支

援
が
強
化
さ
れ
る
。
収
納
率
向
上
や
保
健

事
業
等
の
取
り
組
み
の
強
化
が
必
要
で
は
。

　
　

制
度
開
始
前
の
２
年
間
は
特
別
調
整

交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
。
交
付
額
が
加
算

さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。
レ
セ
プ
ト
等
の

分
析
に
基
づ
く
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
取
り
組

み
は
計
画
を
策
定
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病

重
症
化
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

課
税
方
式
に
つ
い
て
は
４
方
式
で
あ

る
が
、
県
は
２
方
式
を
基
準
と
し
て
い
る
。

　
　

新
制
度
で
は
、
県
は
市
町
村
の
実
情

を
考
慮
し
、
強
制
は
し
な
い
と
し
て
い
る
。

30
年
以
降
の
賦
課
方
式
は
市
民
へ
の
影
響

を
十
分
精
査
し
今
後
、
検
討
す
る
。

̶

定
住
移
住
政
策
強
化
と

                  

特
設
サ
イ
ト
を̶

　
　

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
移
住

定
住
促
進
政
策
が
遅
れ
て
い
る
。
市
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

移
住
・
定
住
促
進
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
総
合
戦
略
で
取
り
組
ん
で
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
で
深
谷
の
価
値
を
高
め
、

移
住
・
定
住
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
総
合
的

な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
の
観
点
か
ら
市
の
魅

力
を
戦
略
的
に
情
報
発
信
す
る
計
画
づ
く

り
と
特
設
サ
イ
ト
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

Q
埼
玉
県
と
の
国
保
制
度
共
同
運
営
化
へ
の
進
捗
は

はの
進
捗
は

A
９
月
に
運
営
方
針
、
１
月
に
標
準
保
険
税
率
等
が
提
示
さ
れ
る

三
田
部
　
恒
明

み
　  

た
　 

べ
　
　
　
　
つ
ね  

あ
き

　
　
各
マ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
る
の
か
、
ま
た
分
析
結
果
を
基
に
市
と

し
て
何
か
施
策
を
打
ち
出
し
た
か
。

　
　
主
に
計
画
策
定
時
の
基
礎
調
査
等
の

デ
ー
タ
整
理
の
た
め
に
活
用
し
て
お
り
、

「
深
谷
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
策
定
に
お
い
て
、
産
業
マ
ッ

プ
や
観
光
マ
ッ
プ
の
情
報
を
参
考
に
し
た
。

　
　
職
員
ま
た
は
市
民
を
対
象
と
し
た
、

深
谷
市
版
の
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
活
用
の
範
囲
を
考
え

る
と
、
現
時
点
で
は
市
と
し
て
実
施
す
る

考
え
は
な
い
。
な
お
、
地
域
経
済
の
分
析

と
い
う
点
で
基
礎
調
査
デ
ー
タ
や
政
策
の

裏
付
け
の
デ
ー
タ
と
し
て
は
活
用
で
き
る

の
で
、
職
員
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
活

用
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
き
た
い
。

̶

平
成
29
年
度

            

施
政
方
針
に
つ
い
て̶

　
　
市
民
討
議
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
何

が
ど
う
変
わ
り
、
何
が
興
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
深
谷
青
年
会
議
所
が
事
務
局
と
な
り
、

埼
玉
工
業
大
学
や
市
民
団
体
等
も
交
え
た

実
行
委
員
会
方
式
を
と
る
こ
と
で
、
市
民

や
市
も
含
め
対
等
な
立
場
で
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

今
回
の
取
り
組
み
は
、
理
想
的
な
形
で
市

民
協
働
が
進
め
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
市
民
討
議
会
を
通
じ
て
、

様
々
な
か
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
へ
主
体
的

に
関
わ
る
機
運
が
高
ま
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

Q
職
員
が
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
存
在
を
知
ら
な
い
。
活
用
す
べ
き
で
は

A
利
用
方
法
等
、
庁
内
掲
示
板
で
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い

⻆
田
　
義
徳

つ
の   
だ
　
　
　   

よ
し  

の
り

ＲＥＳＡＳポータルサイト

生活
習慣病

がん
23.5%

精神
16.7%

筋・骨格
14.0%

慢性腎不全
（透析含む）
11.0%

高血圧症
10.8%

糖尿病
10.3%

脂質異常症
5.1%

その他
8.6%

▼深谷市の医療費の割合（平成27年度）
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